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『ワンケア行う行わない』

水ユニット介護職員 佐々木一也



テーマ設定

ポジショニングアドバイザーの導入により

明確なワンケアの確立

実際にワンケアを行うのは現場のCW



ワンケアの取り組み



F様（91）
ー既往歴ー
高血圧症
H30年 右大腿骨 骨折
R2年 帯状疱疹

ー職員から見た生活課題ー
両下肢の浮腫み
車椅子の移動が難しい
座位時前傾姿勢強く食事が難しい時がある



浮腫み緩和のため、ワンケアの実施をお願いします!

ジェスチャー交えて説明
するとやってくれます!

令和4年10月16日 田島

血液循環させて浮腫み改善を狙います
悪化していくようなら一報連絡ください







足の浮腫み
遠 近



◆まとめ

◎職員全体として意識が少し低かった

◎本人の機能の維持、向上は行えている

◎浮腫みの軽減は今でも課題



ポジショニングアドバイザー
について



3つの質問

①より入居者様の機能維持と向上に
ついて意識が向上しているのか

②ヘルプによる現場CWの介助負担
は減ったのか、余裕ができたのか

③相談するなど現場CWから歩
み寄れていたか



①より入居者様の機能維持と向上につい
て意識が向上しているのか?

とても向上した‥3人

向上した‥5人

☆姿勢が気になる方についてどうした
ら良いか聞けた

☆より姿勢を気にするようになった

☆他の職員との「誰がどのように大変
なのか」を共有できたように感じる



②ヘルプによる現場CWの介助負担は
減ったのか、余裕ができたのか

変わらない‥3人

負担が減った‥4人

☆水分介助やお散歩など手伝ってくれる
ので余裕ができている感じがする

☆積極的に介助や入居者様と関わってく
れていて助かる

☆介助負担自体は減った気がするが職員
の負担は変わっていないように感じる



③相談するなど現場CWから歩み寄れていたか

積極的‥3人

できる限り‥4人

☆ポジショニングやワンケアで変更になる時
は意識して説明を聞くようにしていた

☆2名とも既存職員のためか少し気を遣って
しまったと感じる

☆ヘルプに来てくださった時にその場で思い
つけるだけの姿勢やポジショニングが気にな
る方について聞くようにしていた



全体を通じて‥

・現場ケアワーカーの身体機能の
維持・向上の意識が向上した

・現場に余裕が生まれ
介助負担の軽減に繋がった
→そのため＋αの仕事も行えました。



ケアワーカーの意識について



職員目線で考えてみると‥

慣れ 負担軽減

日常業務の遂行

＋αに手が
届きづらい



ポジショニングアドバイザーの導入で‥

＋αに手が
届きづらい 責任感

業務の余裕

道標

緊張感



☑見える課題
ポジショニングアドバイザーがいないと考えられない❌

他部署に指摘されて気づくことが多々ある❌

◎求められるもの
①より機能面について現場CWの意識が強まるべき

②現場CWの観察眼を養うこと



意識の

向上

このプレゼンを作成している期間の僕

プレゼン用のアンケートに答えた後の水ユニットの職員

他部署の方に指摘があった時

職員が気づいた時



現場CWの意識をより高めるには‥
MT資料にて必ず1つは機能面について記入するようにする!

・第一歩として踏み出しやすい

・情報の共有を行える

・身体機能の観点の習慣的な意識向上

ー効果ー



逆とは‥
Q,1年中継続的に入居者様の機能について意
識がありましたか?

自信を持って「YES」と言えない
😢



習慣を継続する鍵になる
のがワンケアを行うこと

意識を今より高い水準で継続していければ‥
・観察眼が鋭くなる

・機能訓練士との連携が増える

・必要なケアを考えられる できれば実践も・・



結局‥
ワンケアを行うも行わないもその日のCWに依存される
積み重ねていくもので一人がやっても効果は薄い

だからこそ!

ワンケアは必要なものだと位置付けること!


